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進路確定率は高まり、辞退率はほぼ横ばい

Think
#02 内定者フォローでも

意識すべき“個別”

Think
NEXT “個別”を意識して意思決定させるために・・・

内定者フォローにおいても、今までの魅了付けと合わせて再度アトラクトし、動機付け（モチベーション）を維持・向上させ、
そしてリテイン（つながりの確保）を意識してアプローチすることが大切です。個別採用では、それぞれ合格を出した学生の人と
なりも把握されていることが多いため、それぞれの思考や価値観に合わせたフォローを実施していき、その学生が意思決定に必
要な材料を渡していくことが大切になってきます。

今後のフォローを考える上で、もう1点大切なことは
“個別”を意識することです。HR総研のデータではマ
ス型採用と個別採用を併用する企業が増えてきてい
ます。個別採用が加速している大きな理由としてはダ
イレクトリクルーティングの活用の増加が影響している
ことが考えられます。実際に従業員300名以下の企
業では40％が注力しているというデータになっていま
す。この事から言えることは、One to Oneのコミュニ
ケーションを比較的多く取っているという事です。その
ため、内定者フォローにおいても、全体的なフォローと
合わせて“個別”を意識したフォローも実施し、学生を
グリップしていくことが重要です。

ディスコ社のデータでは、内定率が46.5％と昨年
同時期より更に高まっています。これはインターンシッ
プが新卒採用においてスタンダードなものになってきて
いることや、採用の早期化が影響していることが考え
られます。ただ、リクルート社のデータでは辞退率はそ
こまで高まっておらず、昨年と同様の数値となっている
ことから、継続する学生が増えるという事が考えられ、
その分合格を出してから承諾までの期間が延びること
や、決めきれない学生が増えることが想定されます。
そのため、これからの時期、合格を出してからどのよう
なプロセスでアプローチしていくのか、どのような方法で
魅力付け、理解深化させていくのかを計画立てて進
めていくことが必要です。
対面も増えていることから、合格を出した人材のフォ
ローに関しても、対面とオンラインをうまく併用しながら
設計し、実施していくことが大切になります。

参考：リクルート 就職みらい研究所 就職プロセス調査

フェアブレーンは、合格者のフォロー・内定者のフォローを強みとしており、方法も含めてご提案させて頂きます。

出典：HR総研：2022年＆2023年新卒採用活動動向調査

参考：株式会社ディスコ キャリタスリサーチ（4月1日）


